
 

 

 

 

 

 

特定健診・特定保健指導請求のデータエラー事例ついて 

特定健診・保健指導請求データでエラーとなる事例について説明します。 

 

1-1 事例① 受診券整理番号誤り 

 a）特定健診の受診券を発行している市町村・国保組合の場合 

  ・「受診券整理番号」、「有効期限」の入力が必須になります。単純な入力誤りや、項目を埋めるためだけ

に、受診券整理番号に「00000000000」、「20100000000」といった番号を入力しているケース

が見受けられます。受診券発行元に確認し、正しい番号を入力してください。 

  ※75歳到達で、国保から後期高齢者になる人は誕生日前日が有効期限となることにご注意ください。 

    

 ｂ）特定健診の受診券を発行せず、保険証での受診を許可している市町村・国保組合の場合 

  ・「受診券整理番号」、「有効期限」の入力は省略可能です。その際は「被保険者番号」、「生年月日」、「性

別」等を用いて自動的にシステムで個人の紐づけを行いますので、間違いのないようにご入力ください。 

 

1-2 事例② 被保険者証等記号・番号誤り 

 ・被保険者証には「記号」と「番号」が存在します。番号を「-（ハイフン）」で区切る市町村・国保組合も

存在しますのでご注意ください。被保険者証の記号・番号の区別については、発行元にご確認ください。 

 

【参考・エラーイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 留意事項 

 ・請求データのエラーとなった場合には、「返戻」となり 

費用の支払いができませんので、ご注意ください。 

特定健診だより  
No.2（令和 2 年 6 月号） 

〔連絡先〕 宮崎県国民健康保険団体連合会 保険者支援課 保険者支援係 （本館２階） 

       住所：宮崎市下原町２３１－１  

       ＴＥＬ：（０９８５）２５－５２０８  ＦＡＸ：（０９８５）３１－４３８８ 

事例① 

事例② 

適切な請求にご協力

お願いします。 
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